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研究成果の概要（和文）：　灸は経穴に熱刺激を与え、そこから遠く離れた疾患部位へ経絡を介して作用すると解釈さ
れているが、そこには脳における情報伝達が介在すると考えられる。本研究では、施灸に対する反応として脳における
神経伝達物質の動態を網羅的に解析するとともに、脳への作用という観点から灸の新規治療応用の提案を試みた。
　ラット脳において、施灸によりドパミン神経系が活性化させる知見が得られた。ここから、ドパミン補充効果を期待
してパーキンソン病モデル動物への施灸を行った。しかし、有効な治療効果は見られなかった。また、施灸により疼痛
関連部位の反応が抑制されたことから、施灸による鎮痛効果が期待された。

研究成果の概要（英文）：The mechanism of moxibustion treatment has not been clarified. Some effects of 
moxibustion may be mediated by the neuronal transmission of the brain with various neurotransmitters. In 
the present study, moxibustion was applied to rats, and their brains were investigated. Moxibustion 
induced the dopamine release and c-Fos expression in the mesolimbic dopamine system, and showed a 
positive preference by the conditioned place preference test, suggesting that moxibustion stimulated the 
activation of the reward system of rat brain.
In addition, we investigated the possibility of the application of moxibustion for treatments of diseases 
in which the disorder of neurotransmitters was involved. In 6-OHDA rats which had a shortage of dopamine 
release, no improvement was shown by moxibustion. In pain-sensitive animals to which naloxone was 
applied, pain-relative areas of brains were inactivated with moxibustion stimulation, suggesting that 
moxibustion has a possibility of analgesia.

研究分野：神経科学

キーワード： 灸　東洋医学　神経伝達物質　報酬系　統合医療　EBM
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１．研究開始当初の背景
 伝統中国医療（漢方薬、鍼、灸など）は、
現代の先進諸国においては補完代替医療とし
て扱われている。近年、鍼の鎮痛効果につい
てはその分子機構の研究が進んでおり、脳内
での内因性オピオイドの分泌や末梢における
アデノシン分泌が鎮痛効果に関与することが
報告されている。一方、灸については広く慢
性疾患に有効であるといわれるものの、その
作用機序は未だ不明である。我々は動物実験
により、施灸刺激について次のことを見出し
た。（1
報酬特性を有する。
カテコールアミンやアセチ
せる。従って、施灸は神経伝達物質の分泌を
介して前頭前野をはじめとする脳の複数の部
位を活性化し、以って施灸のいわゆる「効果」
を発現させると示唆される。
 様々な脳機能障害において観察される特徴
として、神経伝達物質の欠乏がある。パーキ
ンソン病ではドーパミン、うつ病や痛覚過敏
ではセロトニンやノルアドレナリン、アルツ
ハイマー型痴呆ではアセチルコリン、てんか
ん発作では
では内因性オピオイドペプチド、が挙げられ
る。これらの病態の対症療法として、薬物投
与による神経伝達物質の補
われるが、概して脳内への薬物伝達は血液脳
関門の存在により困難であり、また副作用が
現れる場合も多い。施灸による神経伝達物質
の分泌作用を活用できれば、穏やかな症状軽
快効果が得られるのではないかと着想した。
 
２．研究の目的
施灸に対する脳での生体反応を定量化し、
施灸の「効果」を脳の反応から再定義すると
ともに、脳機能改善の手段として灸を適用す
る科学的基盤を確立することを目的とした。
具体的には以下の
（1）施灸により活性化される脳の部位の同
定。 
（2）脳各部位、特に（
見られた部位における神経伝達物質の分泌の
測定。
（3）施灸による脳機能障害モデル動物にお
ける機能改善効果の検討。
 
３．研究の方法
〔施灸法〕モグサ
動物の背部（
分間に断続的に燃焼させた。シャム刺激とし
て綿球による施灸動作を行った。
 
（1）
達物質の分泌とその活性化部位
〔動物
重 200
① 
マイクロダイアリシス
野・側坐核・
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る。これらの病態の対症療法として、薬物投

充や作用増強が行
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４．研究成果
（1
達物質の分泌とその活性化部位。
①
マイクロダイアリシスの透析サンプルにおけ
る内在性オピオイド（エンケファリン、
ンドルフィン）および
法（比色法および蛍光法）により試みたが、
安定した数値を得ることができなかった。現
在、
GABA
性オピオイドについては質量分析装置による
測定を実行中である。
②
灸刺激個体とシャム刺激個体
c-Fos
有意差がみられる部位を検索した。
析を継続中であるが、
における陽性細胞数の増加を
ミン神経系
された。体性感覚野においては灸刺激個体で
陽性細胞数が増加した一方、近接の運動野で
は差が見られなかった（図
覚を司る体性感覚野における施灸刺激の受容
を示唆するものである。
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４．研究成果 
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GABA については
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は差が見られなかった（図
覚を司る体性感覚野における施灸刺激の受容
を示唆するものである。

図1）大脳皮質における
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（2）脳機能障害動物に対する施灸効果の測
定。 
① パーキンソン病モデルラット。 
パーキンソン病様行動を示した動物（図2）
に2週間連続して施灸し、行動の変化を解析
した。左回転量の総和における刺激前後の差
を比較すると、灸刺激個体とシャム刺激個体
で差は見られなかった（図3）。しかしながら、
患側において健側より少ないながらドーパミ
ン分泌が残存していた個体に灸刺激を行うと、
患側では健側と同様にドーパミン分泌の数時
間にわたる増加を示した（図4）。これらの結
果は、パーキンソン病治療において、施灸刺
激単独では効果は期待できないが、L-dopaな
どドーパミン補充療法などと併用することに
より薬剤使用量を減少させ、これらの薬剤の
副作用の軽減に寄与できる可能性を示唆する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 痛覚過敏モデルラット。 
ナロキソンを腹腔投与（0, 1,5,10 mg/kg）し
た動物に施灸刺激を行い、脳におけるc-Fos
の局在を比較解析した。現在も解析中である
が、室傍核、弓状核、分界条床核（BNST）
においてナロキソン濃度依存的なc-Fos陽性細
胞の増加が見られた（図5）。これらは痛覚刺
激に関連する部位であり、ナロキソン存在下
では灸刺激が痛覚刺激であったことを示す。
ここから、施灸は痛覚を刺激するが内在性オ
ピオイドを介して鎮痛反応が起きている可能
性が示唆された。また、これらの部位は慢性
ストレスにより惹起される痛覚過敏とも関連

するため、施灸刺激は痛覚過敏における神経
細胞の過活性化を抑制できる可能性も考えら
れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【本研究の位置づけ】 
本研究の結果は、灸治療のエビデンスを提
供し、その作用機序の解明に貢献できると考
える。灸は鍼と比較して研究が進んでおらず、
近年は火傷や煙臭のために鍼灸治療の場にお
いても敬遠されつつあるといわれる。しかし
ながら、灸は日本において発達した独特な治
療法であり、また鍼とは異なり患者が自ら定
量的に再現性よく行える貴重な治療法である。
灸が西洋医学にも取り入れられ、統合医療に
おけるセルフメディケーションの一つとして
確立されるには、本研究のような西洋科学に
立脚した研究が今後に進展することが必要で
ある。 
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